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ICT活用工事実施要領等の新設・改訂の詳細情報
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ICT活用工事の実施要領（簡易型ICT活用工事の策定）

＜国土交通省のＩＣＴ活用工事の取組み＞

●普及拡大のため当初は５つの施工プロセス全てでICTを活用することからスタート。

●近年は持続的な普及拡大のため、自治体に合わせた実施要領の策定の推進や、施工
環境に合わせた手法の選択（簡易型ICT活用工事）の策定などを行っている。
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賛成‼ICT活用工事の実施要領（解釈のポイント）

ICT活用工事に関する要領類には、適した技術、適した範囲への活用ができるように記載されている。
ICTを無理やり活用するのではなく、生産性向上ができる技術、手法を選択することが大切。

賛成‼ 反対‼生産性向上となるICT活用 無理なICT活用

３次元起工測量において例

【他には】

・すぐ作業に入る必要がある（面計測するために
は伐採・除草等が必要になり時間を要するため）
・狭隘な現場

・広くなく、起伏の少ない現場

・伐採・伐根ができない（斜面崩壊の危険性）

工期に余裕
がないのに
どうしよう…

このうよなときは・・・

出来形管理においても、
非効率であれば断面管
理及び変化点の計測によ

る測量が選択可能



賛成‼ICT活用工事の実施要領（解釈のポイント）
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管理断面：20ｍ

管理断面：20ｍ

管理断面：20ｍ

管理断面間隔よりも
狭い範囲

無理なICT活用は不要。従来からある技術でも目的達成できる！！

取得した３次元座標点を TINデータ化（=３次元起工測量）

※管理断面を計測した結果でも可能

変化点の座標を取得
身近な
TSを使用



賛成‼ICT活用工事のポイント （目的に応じた最適な計画）
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ICT技術導入≠生産性向上（単にICT技術を導入しても生産性向上できるとは限らない）

ICT活用工事実施≠目的（ICT活用工事を実施する自体が目的となっていないか？）

ICT技術を使えばどのような現場でも効果が得られるわけではない。
現場環境や施工条件によっては、ICT技術の活用がかえって非効率となる場合もある。

ICT活用で効率化
するところだけに

適用する

ICT建機の能力を
最適な場面で

活かす
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ICT活用工事のポイント （ICT活用は選択肢のひとつ）

高速道路（=ICT活用工事）と一般道路（=従来工事）と考えると…。

目的地に到達するため（＝工事を完成させるため）
どのようなルート・手段を選ぶかは利用者（＝施工者）の自由。

＜ルート＞（＝施工計画）
目的地への向かい方には、利用者の状況によって多くの選択肢がある。
⇒料金は発生しても時間短縮のため高速道路を使う。
⇒時間に余裕があるため一般道路を使う。
⇒ある程度時間も短縮し、コストも抑えたいため、一般道路と高速道路を併用する。

＜手段＞（＝実施体制、使用する機械・機器類）
どのような体制で実施し、機能を利用するのか。
⇒自家用車かレンタカーか。
⇒カーナビあり・なし。
⇒運転支援装置のあり・なし。
⇒ETCあり・なし。

ICTを使うこと・導入すること
が目的ではない

ICTは目的達成や課題改善のための
選択肢のひとつ
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要領の再編について
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要領の再編について
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要領の再編について
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要領の再編について
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